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30･ 柾 々.O異った条件の下で飼育 したアズキゾウムシ成虫の熱抵抗に関する考察I
m久正大 ();,:布LlI'.･芸大′l':血すが芦研究賞)28.ll.13受FFL

棲息密度や景物中の水分飼料の質の異った条件<蛸まで飼い成虫の熱抵抗の柏遍と成虫

の8っの形質との関係を検討しこれらの形質が熱抵抗に関係する度合を托した｡･それらの

･変化の方向は飼育条件によって1定<ない声,ら無抵抗の要割もl定のもの<ないと育ちこ■i;I
とに関して論議を行ったO

緒 . ･冒

飼育卿 トのjDl?た長山の致ク皿相 に対すろ紙杭がjri･

なるであろうと諾うことは想伸されるo災晩 期椛な一

閃WJに関する罰千の突放がこれ迄に行われてfi:Lる｡桝.

えは飼育中のtLf.LLcG.'庇に伐って葉剤に対する抵抗が91.

ることが細ぜられた(例右は'只沢くp),石か Ti崎(5')O或

は叉その良出の企物の水分やD朋方bLi･によって=J'F'li.なる

布等も知られてLT･:･右 (例えば野茂 (l巴,】ミcJ'sc{ct'al.

(10リ｡ ＼
同一軒のR:出を柁々の発作にて飼い.邪しそれら相

玄抑 こ拭抗のおが認められ しぼ,これと昆虫の和々の

形照との防除を比較研究すればiJT'i･班見出を川与るよt)-

は此校的辞易に熱に想いものは如何なる形Tfを持つか

i･わかt),ひいては熱拭拭ゐ陸稲を脚 け る上に何等

ーかの:T=桝L)を与えることになるのではないか.然しこ,

れは我 が々考え五和左様にたやすい菜ではない｡何と

なれば'tiE杭に閑孫する形グ了をさがし川すことがそれ程

_容易でないのみならず,飼育の状態のことなること七･

拭抗に開拓する要田もF'･るかも知れないからであるで

又十方同一坪内の然も川一発Iff時3g)のも のゝ問の相違

は粥別の場合を除いてはごく化かであらうと想像され一

一､るから糊様なものにさのあることを断定する為には誼､

当な所謂矢数計画が必要になつ七三括る.3折様な軌 'tt'に

立てば従来の研究にはガツチ･)した dat5'世持つもの

もないではないがその結論がはっきt).したとは,RT.えな

いO適当と,tU.われる研兜は比較的少ない様に瓜う｡

.中老の研究はL1.に述べた椛な)[rLtJの方向へ迎められ

た｡既に前掛 丹'に放て創TIJ温位をかえた災駅を判じたO

それに従えばよt)F.1い温貯ごG"]fl'したもの杜熱祇抗力';

放くなt),,そのi!UJ'L'と関t,F'訂.eい数和のIL虫の形門を

'｢相関Iu:･｣によって指摘した.しかしそれだけで共処に

_l･.げた形FTが-紺 こI姐 の熱IlUJtを範くする雷同と糾

弥卜ろことtif,'JJil･計であろ｡その-小1こほ当る切付もあ

るが例外のあることは勿.約である｡これはこ0?方川の

新一脚 朽の災駅であるにすぎない｡l
Jr

＼
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･若し災験批作に於て仙の形門を一定にLII私 ⊥viだ

けを変化させて,その変化と黙拭枕の変化とを比較さ･I

せることがttl来たち,このT.rlJ也は此脚 仰 く解決する

だらう｡ .しかしそう冒うジミmr;tは如ど不可悦に近い.花

山の-vjの形脚 ;かわれは他の形グてもこれに応じて変

化する場合が多い｡

次の研究段隅ではT)Tjの椛にユ■･i･1た氾蛇発作ではなく.

共の他の飼育条作のEもった下で守'11たF比 について穴的.′

を行い.前の均分と相似の約月ミとな7JJ:Lら.例えは黙

拭TJtが強いものは何時もm7方の分1,i.が43:く.その他 ..:.(

涌 恥､等と言 うことになれば.これが莞知日JIL･にL%T':チ＼
る弓削封としての一方糾iJ附11-紘;町に一㍍明瞭になろう｡

〟

茄 しそうならねばだ湖枕の粂n-･はJ)ilこIJjiIなものでな

く,その良出の発汗のEItqR!の川辺で変化すると-諾う拙

論を撞く資料が災駁的に和られるであらう｡勿諾指この

研究をFt･も'KmrltJに氾めるには穴.rFEk計珂法の適用が必

顎になるが,かなII)大きい91,'･力で一人では今川来かね

るからその僻地として所IA111probit-metho(7Lと称する

統計学的方法と単一の変災分析法を利用して研究を進

あた｡ ′ 一

l本朝文は斯様な段晦:1=ある業机の-である.しかし

朗市の技術,穴験方法或は穴だ糾す料の逃rjiIにデ.)ケ-

1:なnfJ皿を含んで居るoこの71駅成約のタから架だ充

分の約.7Jnは叩きにくいがとl)おえず現今までめOTrをま

とめ允.勿言切 31芯rLの研究はn下院行中であt)掘 il.'･

は次の槻公にゆでろ｡

本文をjf,t:するに当り11.号的抑持去芸を脳わった).Ll:大史学 一

部内田俊郎教授に仰く感謝の恋を未する0 ..
_材料及び方法 一

実験材料として使用した昆虫は CatZムsobrztrh7'S
c7"'nensisであt), どの雅文には主として準の実験成_~-

yiを取扱って居る｡

Ⅰ･ 飼育条作の相違｡4組の虫った飼育条件で卵か

ら蛸まで飼育して得た成虫の羽化24時間以軽 も?が
穴快に川いられた｡その/4紐の飼育条作と言うのは次 Y:､

J
lEJ3I
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＼の通りである｡

中 晩臣襟度｡密度の掛 ･ものと供いものノ;組から

成るO.｢高密嘩｣と言 うのは規の数が2OO控以上で1･

･､豆l与10-15粒襲卵させた桂皮のもの,叉 ｢佐津瀧｣
と言うのは現の数が601些程比で1豆に 3-5-粗衣卵さ

,せ た程姥のものである｡√この場合の温払ま両方共 300二

C.,75% 1く.H, 豆の含才i水分は14%程渡であった,

7'.'食物の含有水分及び大気の湿度｡ この場合は.

イ 多迩亘｣､と ｢依配｣′との2組から成る｡こ_の場合のは

瓜碑皮は.脱の数80内外,･,･1豆5粒内外渡歩付の担皮で

その朗育温蛇は 30oC.である｡｢多湿｣と言うのはあ

らかじめ水分を調許してある豆に水を批布し, 30oC.

内で炎袖を能力干しそれを KNO13の飽和液(背通307C･
で 95% 】く:ll.を作つ)で基気中の湿腔を調罰したも

ので,21口後の水分ImlJ-1lii!では豆の含LjJ一水分は1fJ.2,00'で

あった.これに対して,｢低湿｣と言 う′のは前記の豆を

tL5-6HlLHrl,35oC･-55'Qo'控壁の叫 こ泣き爾後は Na13r

lの飽和液(これは30oCで35,cc'lく.fI._を仕つ)で湿比

を訓.rnTiしたものでこのと･きの豆の含1J･水分は15.or,oo,と
なって).I:･た.勿論との条件は著者が背迫に鈍っている

立の水分よl)は少し乾蚊していると言 う桂皮で寧ろ

｢位弘之｣とはrljiえないか.も知れない｡

C. 先肋のTI.Jむ1ミの血物として,｢大豆｣及び ｢丸

正｣を川いた,この切合に何れも成虫の生育は窓かっ

た｡之に対する対.qr:Jt区として泣常の ｢小豆｣的背のも

.のむJljいたoこれらの豆の水分は1470'程姥,昆虫の碑

度は1立当り5-7粒程蛇であっち○以下本文中の出

の中には抑様な宍験区を夫々 ` h̀i'gh de_nsity',

l̀o､V.dcnsity', l̀VCt tOndition', d̀ry

Condition' s̀oyhean' p̀c,1●及び àzuki-h占ali'

と記してある｡

･lI.熱抵抗の実験.失政方法は半者の■この方誠の研

兜 7̀●8'の場合と全く同一の器具を似 FJし辛の方法も同

一であるから細瓢.t省略するが 川いた温湿凪ま460̀

C..73,oilミ.H.･一枝のみであったO この突放から時

別 と兆亡率を放す各のであるが木【r'ゆ失政では飼育舞

'I,r･の災った見出群の抵抗の丑が左程大きくない場合が

-多いのでそれぞれの所態の曝詔鵡問の托亡率を川ナた

めに何回もrH-Jじ失験を練返し(大イイ洞 -のものを7-8

､､_拘)ノ万全を期したO二倍この比較をよくする為に上に記

した曳なpた材料の組毎に同時に実験を行って回る｡

I -III･ 昆虫の諸形質｡こ でゝ開池に朗 tた昆虫の形

- 質は帝報(8'とFu]じくaつ の 形 質 で あ っ て . それ は 発 育

中の死亡率.'捺増条 件 ゐ寸 の成 虫 の 寿 命 , 成 虫 の 合 有

水分,-一丁･定時制後の 水 分 滋 失 率 ,̀ 髄 気 (30oC. 24%

二 1く.'H.)中の成虫の∴生 存 期 間 . 成 虫 の 含 有 別 報防 .,及

-び共の融点,成虫の 体 重 で あ る｡ それ らの t.At:定 劫 _qg及

T び方法は前額と全く何 校 で あ るか ら省 略 す る｡

ltJ4
ノー-､_ t

- 実験 成 績 ノ ､

I. 抵抗の比較｡一

.ilに記した坪にし{一飼育した昆虫群枇Ij:のI抑こどれ
′だけの熱抵抗の相違があるかは著者としても初めから

はわからなかったO故にその相互比較を雌にする為に

正血 塊 畳的比較の義芸を叩小 はな_らぬ｡.こ-のtl的

の為には prob車ふ'ethodを利附 ることが脚 陀 あ･

る_｡その為には抵抗や交如 ;正奴分布の法則に従うと

冨ふことが必要である｡然しも中によって4羊この法制
Jにあわない.故に問餌的の適当な由 肱 晩を行い正規

■型とL乍処理する｡ こ中軸に妾出を仙 ･る切倉には

log転換することが多い,対数正規型と言う譜がある.

こ くらしIである{然し薬包の切合でも1臓 な位相の穂政

一に l̀og･_scaleをmうると言 うことが公理ではないo
今三の問返にづいて D.T;Finneyの雷光を1.-川JLよ

･うo彼は言う十 ･-,--o ThercJ'･are よ｡ditionLll
advantagesinllaVingascaleonlVIlicllagiven＼
proportion.lteincreaseinconcentmtiorihILSthe

samescalevalueatalllevelsofconcentration,

butotherformsoftransformationm.1y Sol.llC-

timesI)emoresuitable.･1･∴･.1t-jsconl･erlient

to_takexasrepresentinLq theintensity ofthe-

stimulusonthescaleori､vhich thetolcr･TnCC-S

;lre~normallydistiibuted,andAas､thcttntmnsT

,formedvalueofconcentration,timeofexposstlrC.

orJOthervariate. Thusformuchinsceticidal

Work,′iLAistheconcentration oftllCt一).tic

agent.a;=loglOA∴and for､_som占ノfungicjdcsLI

bctter.transformation may beh1--AJ',Where

usuallyi≦ 1.Thesecondnorm.ilizIJngtrans一

Iform atipn tends.totthe loLmi ithmicllS.',15

- dccreasedtozero.一ThereisnoreasorlWhya

simpletr.iTTsformationshouldーalwaysIJcavaih-

･['le.-と｡∵放り言う･x--A･Lの型は 1,arker-1くhodes

-∫(1941-1')43)の6桐1連q)研究で見仙ナられたもので ■

･あり･又こ隼 は全く独車に著衰'(1{J51-1iA53)の敗
.験で曝露時ThtJに於で考案されたものである.i'arkcr-

1ihodes.の学説T.(Theoryofvariability.)は今こ ゝ

ーで述べる必要はなしこO然し何故た.a-加 の型を取 る

か主言う七とはParker-1ihodesに,は一応の見附 ;あ

り,又著者の場合にも⊥盃の見解の上に立ってrLtる｡

一然しこの宍畝は著者の在欧によ.り46oC, IL1?.'Jく:lI.
て~の1.'では前記 }･'の}', 著者では よkの kの伽 ;1を
･J取る範囲の突放であるから見掛けの上では Prohit-
r TimeJtegr'ession~Equation-の収扱い とI司様となる｡

次̀ に相 互 の比較やその益の種皮を-Tiナ方法に北ては

liliss'_2.'或 は ･F享n.neyやり さ放つ七示されたから此処

に放 て も共 等 (?方 法 を適当に取捨 して次の銃な方法を

一一 t､
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･f机 ､た,光ず 1;TObit-Time.JtcfrrC.WiMlJ:qui､tion

lの同局除数 1,がよく似たll(1'を取るので●この [くtLg.r一

･ess王onlinc が耶 デであるかどうかを ･T3の分肝C級

･し′平行と認められ ばゝJt･速の h の肌をJl-iるMt17!式一

七;空きなお+.と次の処和が･)[:1･,'',･に搾易になる.3U;様な

L新しい阿何式 を川い て17'Bの放'Bを行い邦の捉蛇を

ulcan PTOhitDILrcrencc'､で示した｡･](･の約月王を

･31として77;LHぎ邦1炎乃至邪3訪…の通りにまとめられ

る｡ ､

TllI,lel･ Comparison'ofthed桓 obt1.li一-ed

from theexp9rimentsatthedjfrerentpopll-
1a/tiondensities-一,

｢.
pro7)it-xhscaletime.regression cqtlatiotl
(A-1).

highdensity I low density-

Y1-3.636+0.011113

1(･Y1.- 149.日11)I

-3.826+ 0.011413.7(1
,T空く℡)- 3.tJ14

Y2-5.201+0.010326

(X2-157.661)

-3.TJ76+0.0103176.YllI
z空く空)-2.455

(NcIYCquntion)

､Yl≡-3･913+0.010S25･Ti11:Y2-3.4{J8+0.010bl:'3.1'2

〟.LT.1-100.415,Sz.e-92.378,M.i.T2-135.762

Analysisof,r℡fortestofparallelism oL
:regressionlineJ

lt℡-testfordiscrepancly7'etweenhvo･lines

･ra2-18.662, 2㌔-0.456,
22..+x℡b-19.118>5.1J9(at5形)

Meanprohit.difference

･J12-I-0.416土0.096, V(Jl.2)-0.00リ177;I

Y,Prol,it･Ti',_time-
.W.L.1､.,Imedianlethaltime

-S.st;ln(I.1r(Idcl･王.ltJ'on

J,meanprohitdjLTcrcuce

V,l･.irJ'tlnCC.

'lllC roll{nyjngprtN:CdureS;trCCmPloycd i)I

･｡rder lo nlake thist=l!,lc ･ (･1)From c･lCh

L･XPCn'mcntaldab (mtheTClat).onshjpheいl･ぐLtn

.C.yposllrCtjmcandmor上.llity.twoplot)iトーinlC
t

irCgreSSioncqu.1tionsc.1117)ecstirnate(1hy.ln

18番-JV ー

arjthmetic I)rot.edure (maximum likeliho(xI

JSOlution)･ (IJ)A testofpamllelism ofthc5C

rcfrreSSion●1incsiSgivenhyとomptlring･th苧

叫 noftheJT2-vtlluesforltwoser∫esOfthe

h̀ta･ (C) When they､ar9-PLlrallel･ ncIV

rcLLrrcSSionequationsi_n whichthecoefficient

ーhlshkt!n7)YacommoTlV.llueareestiTnateLL

(d)From tlleSenelYequLltions,m̀etln､pTOhit

diffcrncc'jscalclllILted for･thecorny.Iris()rI

of.いvod北 一. (C)SJknifJ'C.Tnt(Ii恥T･cnCt3hLlh

Ween tlVO regre.qSlon ljncsis･tCStC(HJy Z̀2-

tcstlmctho(i

約1X･を見ると2つのrHllJtl&.:!･(LTLに平行でもt),そ

の問に-11億 の益がある｡lこの凸のtEli:姥は何れの死亡率
の水皇tLlに放ても 0.416士0.096だけ ｢代照比｣の山が

強いと言 うことが断剥 1.3キミるO与れに封して耐電の粍

抗比や変災には殆ど芸を認めることがEII-Tキミない｡

'r.lble2, CompnriSOnOfthed.lh OT)t.lined

from theexperiments.With()itTercntcondiト

ions(1rmOisture､､

Prolli卜xhscaletime rcqrc_qs王on t･quation
(k-1)

drycondition lVCtCf)n(litれn

Y1-4.9S2

+0.015913(X1-132.TlJT)

-2.SOD+0.01,-J91:i:ill

.t℡(‖-0.4412

M.T..■1'J-1:53.LIOS.
SJ-6二王.8!)3

Ye-r)･41:i
+0.0091SlJrJ(3-1T)/6(H)
-4.2r)8+0.OOOlSL)=i'2

,r!(1)亡0.6TJl

M.L.T2-80.745,-
S2-ユ11.OOO

~AllalysisoLが rortestofp.tralJelism .)∫
regreSSiunユine

一節17=Ji小の ÀI1.1】ySl'sof,t℡'よ,)8.:iIJT(I)･F･

-1)は1J-意である.故にこれらの阿:t7!!如 ;平行でも

Lると言う証糊がないこと なゝる｡この場合には平行で

ないから両者の此嘩はより複雑である.毒'る一定の花
,亡_秤.の水野に放て2つの熱に耐える比較時間が､別宅さ

れる｡ しかしその肺 訓 iは凝った死亡率の水 音軒ご注94･

って;1'{る｡1折様な･dataを灼単に比較する方法は知 ら

ない｡そこである托亡率の水曜r(50%死亡率)に於て

i･q者の此蛇を7'iい叉それぞれ の 阿格式よL)和られた

19.rJ

､一･
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I)又は slの比較を別々に行った｡約言すればM.L.T∴

の比と S の比を以て其の差の琴度を示 した.･]把 持

射坤 瀞 こ放て ｢低湿｣対 ｢多湿｣tは_:'1･65:1,校 一

者では 1･'1･76であ?.た｡故に大ざつぼに､｢舵湿｣ー

の虫は ｢多湿｣のものの 丸で.IL.T.に放て1.65倍強

Tal)1C3･ Compari等OnOftthe.dataobtal'ned/

.frorr(theexperimentsatdifferentnutritional

states

pro-〕itxhsc狛 ime.re_gr･ession
equation(A-1)

>'

ヽ

"Soy ljcan d

〝l}e;し〝

r̂ ZukiT)ean''

Y 1-5･0026+0･018046(X1-137･2.92)
- 2･5251+0･018016Xl ′

X 甘く3)-13.716

Y 2- 6･225+0･017592(X2-133.･O81')ノ
-2.8814+0.0175(J2x2
X℡i3)-17.118

Y3-･5.0402+0.019902(Xli-⊥ti5.768)
=2.1392+0,019902X3
-が(3)-3S.914,- '

NelVequ?tion

〝SoyI)ean〝

′1つe;I-

･r̂ zukjhcan"

Y1--2.4207+0.018806 '̂lI
M.L..T1-137;153

Y2-2･7193+0･018806Ⅹ2 Sl･2･3

M･L･T3=121･275 芯 174･
Y3-2.29S9+0.0188806X3

M.L.T3=143.629 -

^n-･llysisoLが fortest中 parallelTsm of
rcgTCSSionline

ポーtcstforediscrepancybetweentwoユines

behveensoy
beanau°azuki
be;I1l

bctwccnpea

andazukibean

hctlVeCnSOY

beanandpea

x2,I-5.216,,ス′20-1.501 _

x2a+x空0-6･717>5.99 (at5%)

Xd℡=39.591, 'L㌔-1.432 I

Xa2+Xb2--40.fJ33>5.99(at6%)

･.X.2--20.027,tXb2-0.0526,

Xa2+xb℡写20･0796>5.99(at5%)

･MeanProbitDifference

betlVeenSoy/
beanandazuki
bean

beいVeeupea
andazllki

bean

behveensoy
hc;一nandpea-

＼

∠1.3-0.1217士0.053

V(Al.3)=0.002830' /～

A2.3-0.4208土0.066′

V(LL23)-0.004476

Al.2-0.2991j=0.065
V(Al.2)亡0.004467/

.luG ′＼ ･

Iー
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い｡そJ,Jて抵抗の変 矧 ま ｢多湿 ｣ の山 の方が1.7(5倍大`

きいと結論される.

約3式/r2の束より朋 力沖 通 り 3 者 は E l羊 平 行砿脱

と見なされ る ｡､故に h が共 通 の 偵 O ･0 188 0 G を 持 つ ･_ ､

LLQ7 ]･3 式 趣 き 辞 め る こ と が 岬 ....且 つ そ れ ら の 3 軍 帽

卿 如 も の と 見 な せ る 占 そ こ で こ の 妙 ら 準 の 敵 ∴ 一 ,

諭 が 導 け る o 昆 虫 の 熱 抵 抗 は ｢ 小 豆 ｣ が 1 番 強 く r 大

豆 ｣ が そ れ た 次 ぎ ｢魂 豆 ｣ が 殻 も 弱 い O そ し て そ の 程

蛙 は ｢'J ､豆 ｣ と ｢大 豆 十 で は 9 ･ 12 17土 0･053･ ｢小 豆 ｣P

と｢珠豆 J で は q,B O8土 0.066, ｢大 豆 ｣ と ｢或 豆 ｣

では O.2991士 0.065 で あ る ｡ IItr _

この茸で取扱っ た 宍 陸 成 桁 か ら我 々 は 次 の 記 故 を す

声ことがLu来る.昆虫 わ 飼 育 密 皮 を 大 l羊 して 絹 た 虫 は

-幣 蛇 の 小 さ い も ら よ り, 女 発 育 中 の 先 物 の 水 分 含 Lt･

を 多 く して 得 た も の は そ の 少 の も の よ り夫 々 熱 拭抗が-
弱 くな っ て 居 り, 叉 大 豆 魂 豆 等 の如く典rf飼料で飼つ･

Jた 虫 は 正 常 の 食 物 の も のより任かではあるが熱に朝い
と言 うこ とが 明 か であるoLかしその相違の桂皮は朗･

,

育 温 圧 を かえた勘合 (前報)(8)に此し七Ht1位大きいも
の でLiF涼LT｡i.I.5抵抗の変災は〔乾湿〕の兜晩以外は伽･
･苛の条件で変るとは見えない♪

ⅠⅠ. 昆虫話形符の調査.

この矢験で計申した飼育舜件の相違による花山の酪
総元の益はあるものと認めること_tこ成功した｡この嘘
､な昆虫の諸形質の状態がどの様に変化するれそして
そ れ ら と熱 抵 抗 の 変 化 と が どや様 な 閑 旅 を 指 つ か を う肌

･る こ とが 次 の 間 抱 で あ る ｡ 今 ,｢疎 .増 ｣ ｢乾 ･田 ｣ ｢只 .
郎 昨 日 の 失 験 区 矧 こ前 に あ や 8 つ の 形 jG･Iを 訂膿 し

そ の 相 違 を 畝 定 した 結 凪 ま以 下 賂 4 乃 至 祁 6 衣 に ま と.メ
･められてEi:-ち.,T

J334表の結果を見ると'熱 抵 抗 の 琴 い 方 は 軌 ･もJの

に此して鹿 がおもく,糊 嗣 方 の 合 丑 が 多 く.与 の 他

二点が高く,乾気中の成虫の寿 命 が 長 く - 定 時 Tlり内 の 水

分出欠率が少いo:これまでに 上 げ た 性 矧 蛸 報 の 吻 合

に似て居る.よれに対して合 有 水 分 良 は そ の 差 が 明 で

ない｡又歯い方如発削 1の死亡率が小さく正常の条件-

1三於ける寿伽 顎 の相違は明に断定山雫かね るが長い

傾向が見える｡この結果は前報 とは逆の関係になつ七

位るot＼･
I

一第5韻の由采は, 妨 4衣 の 結果とは抱がb･iって

括るa･体琴二学則 1ガ春野 蛸 と同じ様に抵抗の琴い

方が大であるが水分炎失率及び粗附肌の含丑では両者
の問の益が明でなく,/水分含丑は弱い方がかえって少

ない｡これは前とは逆の閑巧である｡正常の条件･下の
群糾土長く.発育小の死亡率は少ないことほ前と似て〟
起子る｡この突放で粗脂肪の乱氏は測LRu来なかっ たの

で羊?比較は山来ない｡ 卜
筋6-2ミをを検すもと:先ず｢小豆｣と T大豆｣ tfの

t/

【

71-~-
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一光校でT土拭杭の拭い})-は作爪がmく.糾附肌の馳t':tが

掛 ､がその分爪は少巧く,柁句中の紬 は和 め 祁
水分及び水分Itf火諸星の和迩は認めがたい｡又死亡邸の

少ないtとは.I:の糊付 こ似そ㍍るが正馴 や 抑制も救

護霊芝慧 ;.琵豊 孟芸濃 詣 苧 去品 濃 慧 ;芸

･いがその他l'.(は托く,舵:好いの対糾 土足いが舟和水分

及び水分光火串の相過は認めがたい.正常下の寿命及

び妃亡;糾ま前例の様に抵抗の浅い方のものは前者が長

-(後者は小である

/

rL

一大ぎつばな見当では略 こ第5表及び第6表の結果よ

t)黙耗抗の嬰矧ま昆虫体内の水分や脂肪等であると言

うより申ろ昆虫の発市中の条件の良いt･言 うrことがそ

れである枝に.RIわれる｡と柑 =.関しては次章で論議す

る｡ -I

EE EEj

光づ見出のm形jGILの川迎に耽いて全作に捗って比疲 -

すべき資料がないが部分的の此校では冊既にBgして長

Table4∴ Difrerenceslinso血ephysiologic.llchamctcrsoftheinsbctrmrcLll.1日liLrcrent

densitiesofpopulatidn

rral,le5･ DiHerenf.eSlinsomephysiologicalclmractersofthe､inscctrc･･lrell′tulderthe

differentatThospherifmoisture･content･an-dth占diErercnい､･･ltercontentOffood

ノl
ノ'＼
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TaT'1e6･ーnifreren｡esin/cham'ters､oftheinsectreared-bythediLrcrent.foodmaterial

沢田),77分 ･田崎(ら)の研究と概ね-致する様に一虹われ

声｡水分に関しては木下 ･石か G'とは一致しない両 も

あるが木尖鮫に於ける ｢低混｣噸 廿に述べた技に牝蚊

ゐ程鑑が高いものでけな七､から此粗 さほならなし.｡次

に瑚 勿の琴の違う場合は斎藤 1̀2'●一の結架とも大部典つI

て屈･る校に見えるが昆虫の軽質も先物の托類も共に違

うのだから相iLTの比頓がLLI来ない｡

IWiの抵抗性の変化に田しては才了介 ･)石崎(5).斎麟

(127,】ミ.Ⅰミeiscr.etal.(10)I-%:の対英剤の研究があるが薬ノ′
の殺山路精と孤のそ山 はi堀 に約掌られない為にこ

れ三糾 ヒ校考察Lu采がたい｡ し

この只験に放て4慰め列なる飼育条件の下で得た成

虫の熱抵抗の変化の枝1･とその成虫の話形質の変化の

様子を換するをこ坤 力細 こ向この方向を元してTlf･'-Lf

LIと言 うことがすぐわかる｡概ね同-Tの方【ゆ 変化を

元子 らしいと恩える形質は乾気中の寿命発育中の死亡

垂正絹秦甲 纏 命及/t〝唾 の4で,hるが井前 出の多
くn_ものは失敬在にまちまちで参るO.

:今この関係を′もつと⊥舟呈的に検討する為に本突放成

血8

.班を全部-くるめにして飼育条n.･の違う成虫の熱rBJt:

及び8つの形符の相互比較を2? i'つの飼育発作･に就i

いて行えば全部で21組の比校が山来る｡:-Lの場合ある

形Tfが熱拭杭に関係 して庁.1･ると考えb'れるlrJ]維率 ('抑

えは紙杭の改いも叫 ま新願 妨の含血岳;多いと言 う例は~

糊符の中に入れるそしてこんな例が前記の21組の比較'

の中に何剛阜lるかを数えそo岬 数と21との官]q分比を貯

めたものを3g]待率としてBI･る｡i.J.Jこの関係が逆のもの.

ほ反期待軒 この比琴がどうだか山 一ら唾 のは不軒

率 として店a')をrT-;すと8つの形矧 こついて節7誠に

示 されも様な結米が山るこ ′

′即 韻 の結果から明な掛 こ上に遮べた4つの形即?
期待率は何れもI50%よL)高 く示されてt,Tf;･ろがさ亡の他の

･形印 書に水分含立や水分光失率は殆ど閥過にならない6I

こh'らの内の虫気中の寿命は前稚(8'､の場合とも一致･

すわ ､ら熱に耐える-Jjと乾燥に耐える力とは粁越なBg■

係があるものと考えられる叫が一個 椛かめられたOそ ･

こでこれは琴の殺虫較柄を乾燥と結びつけて考える挽

(例えば Meilanl'yや Llldwig)を支持するものrt-:



■こ■

1 i
Table7.ExpectedI)cr･Cent.lgCOrtheCh.lrActersorJ'耶CCtS ForrOrrt･lating with the

heaトresl'st.lnCC

lVatt!r

rontent

R.1tCOf

lY.ltCrI()ss
il.lLR l10.1

Crutlcr∫l上 Longevity

71･4 i4･-'･Pl40:O 寸

.J31.0 166.6 L71.4

なる｡

卯こ他や3つの形矧 まこの宍放群では由一の方向の

変化をjdT;:T-が飼育温姥をかえた前預の只顔成粥とは重

く沖の開脚 こなる｡-I ｣では死亡喪が少く寿命が長く,

休3TIが恥 ､ことが熱祇祝の軟いととに祁関があ石｡枚

に発育中の条件が良くで多くの偶作がよく発汗出来.

休がよく充穴して休罪が訊く.その寿命が長く生きら

'れるものが熱の拭虎も強いと言う夙に考えられそうで

･あるot九に対して飼育温蛇をかえたFu報の実験成跳

-では柁かに発育の完了が許されたもの･然も作が小さ

く好命も如 小 もの表徴 三軟いと-諾うばかt)でなく%:

:の程勺が束宍験の場合より一大きいものが&-った｡∋閉校

-な成出が熱に強い為に-(ま熱に対して何か的別の適応力

がついてm･fIけれ承 らぬと考え畢 L扇 蛎 如 成出
のM R蛎あ弘一その軌L:.(,水分糞失率等に明択な和迩

一_が認y)られたo此処に於てそれらの形TEは矧 ま一般的

7な熱紙状の項関で怜なく寧ろ発育中に市泡によって熱

､拭拭-))を和たものtゝUu'.:軟の要因と言 う枝に思われるか

ら.これらの形PTの木同の,q放内の変化の技手をもつ

-と細かく故討 して見よう｡

先ず ｢疎舞｣の実験に於ては水分関係,r刑]旨肪関係

二の許Ei･形只の変化が前和の場合とや 似ゝ七尻るOそこで

との宍験では琵かこ範いことi此等とが関係があt)そう

に見える｡然し寿命や死亡率やl櫛 等も共に関係し七

mるらしいので前者の話形jnで言海老の許形jG7とがどの

準 関係を杓ってFJ:-aかを奴態することは与の｢疎常｣一
の宍験からでは望めない.,

/ 次t.I｢,;乞田｣?実験を見ると熱抵抗の強い方の形㌍

一形洋と熱抵抗L.与は関係がないもの 様ゝに見える｡次の

-宍験典符飼料で(坤 分合弘17.k分ユ腎炎率に1)-忠堰 が

見られないのみか,粗脂肪につい,{くま｢大正｣との比

較では熱拭抗の軟い方がその他瓜が苅いがその分立が

少.｢改正｣との比柁ではその缶爪は多いが敵..r!1.が任い

とTlうi!L一刀王であって.そのTI"の田螺にn)満てな拙論が下

せない｡

顎するにある発:ff発作のIJで和られたぷLIiには熱的
抗の賀川と見放された形nがそれとは迎った発汗条n.･
Qjもとで和られたFt･山の抵抗の安川となるとは削らな

いと言う即実が明にされた｡此処で熱化告及び黙把抗

に阿して与えられた学説の照史的交流を釧 ･:(し軌 ･ム

′比校的IltくからfiTj'E･には11;I-JtZTEの脚.m顎な形鵜の

r板塀.鞭=菜の不足. I)A.'イドのyL'帆J5',=関する学湖が

､あり',後者では含才i水分の多少.紬分水のLtJ-I.ltL I)tl･:

Jイド叉は細榔 胡旨妨PLi-妓び什Ttl.桝 1カル シ･11-A

二 の多少等に関するものがあって.それらに･夫 '々Zi二r.づ

- のゝ女持者があった｡然しどの説にも例外があらわれ

て従ってどれも適当な説とはILiTえない校になった,そ

の次にはこれらの説を2つぐらい一緒にして説明しよ

･うとする仰 rlJが示されたOそれは弛物に対する熱作用
･が松雄であると言 う理[Hから一つの説或は十つの召粥
･で説明山琴な七､と言う考 えは矧 こ11elchradck 1̀や

JIeilt)runn(1)に･X･れrCmる｡中でも lielehr.ldekは

これに関して言 うo Withihcadvancingstll(lyor

I..e･ltin)･uryJ･日,占comesmore-obvibusthtltth占
effectsofhifrhtemperaturesuporlliyingsystems

ares｡complc.YtlmtnOtheorycould ventureto

_redqcethem alltot･lTuniform ba占is･とo その諭

相としてウニの卯の収囲め様子が温姥の牲項で邦るこ

とや温圧死抑I抑 】仰校が2つ叉は3つのtti班で示され

･ろことをあげてJ.1･:.る｡叉tt:校的最近の研究動向を K

I)llt._,cder'n よL}うか どうと比較的有力な学説と見
･られて居た リポイ帽的 例外 (例えば F'anckt'land

IJofE1910の研究)や 2?の要因を印 紅 耽り上げ

､た説が見られる｡_例えば熱致妃に於て酸素が制限因子

Lとなりこの制限を温軌 道 耽すると言う Fry(1947)
の説や..)a.･イドと群議の柏合'yu(例えば Jcfrerson

l!lrJの説),等である｡ これらの琶妃は_I(三物のI淀 の

射1･･の下の穴的よl)守'.Fた叫.火によってI.T･..･る｡その只放

耶央そのものは打り11LL､はないだら号がこれらの学説を

｢生き!=昆虫｣の県花や熱ql抗の'DiPJtこ持って来ても良
一心 と言う証矧ま何処にも見当らない｡此処に放て相i様

な説に足 りな'いもの一ゝをもことを指摘せねはなら払,
それはとれらの研究の中にそ一の生物が与れまでにどの

-様な条件下で発育したも69かとか,JJ熱処理後の開陳に

就いて考は.をあったものが少ない様に恵われるo著者

のG,,]Tfhn.n畔の追う昆虫の熱抵抗め要因は粗脂肪の関係

･でも説明がつきそうに見えたが飼育温産油司じで栄発

条作のAYlった見出では之では説明されそうにないと言

う1-77俄 でも糾 l王如 実は熱死を準ずるt-き上記の事大

.を考EF鼓しなければならねと言うことに関して突放資料

･199
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を与よること なゝるだらうO _＼こ､一l

_叉木陶の実験では発育中の昆虫の栄養条件が長好で ニ

~よく発育 L賀矧的に充実 したものが矧 こも軌 ,ことカ.:I

推論されたがこれから熱死或は熱親杭の披柄に囲 して

･別の見解を与えるごと なゝる.と言 うのは従来生物ゐ'-

熱た強いか弱いかと冒 うこlとに関して熱 三対する虫の′ ＼′′
Ir保護作用｣の万両 (例えば脈状の関越や水分発散等 .

の様な掛川Jを調節する方何のもの)Iに鼠舶 ;遼かれ■

:.{居る様に･tLl･うが∴こ｣では矧 こよって似害を受けて l
もをの校碇の恥 ,▲ものは別だかそわ ｢匝収能力｣の万 一∫~
1.lJf(例えば寿命とか体gi等あ様な生活力のr指接 とな -/

I)そうなもの)が相当冠婆な耐熱性の要因とならて亘■~'I

ると,ulJ'れること､であるO然 しこの間掛 こ関しては今

･は声分論調されないこ ′
■ 一一摘 要

この拙文は前報の準の研究段階のものやある｡琴す

.ろに光分の紙nは得なかったが,'あえて指摘 したい叫

･恥 ま(1)I丘山の熱托叉は琴些抗の雫矧 羊符に一定のもの

ではなく.昆山がそれまでに圃た発育条件の如何で変
化すること｡:(2魔 覇 論ぜらオーた学説一例えぼ り*'イ̀ド

詳矧 ま弧脚 批 したもの し熱祇抗の要因の顎明には似 ;

,制だが一一脚 勺の説卵には充分とは言えない場合が往}{-
あること0(3雌 l脱窒よりわ丁回鎚-JJJjこ関する方田が.I

lt4L'加'･11-Rh-な平内として認められるの.ではないかと言

うこと●Cある.
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･somecorrehtionsI)et､ve印 heat-resisbl】CeこIn｡' .
physiologicalcharactefOfinsec.tshavecxamincd

usinq･thもazukibeanYeevil､reared theirprc--

e.nvirdnrrや t,suchaspopulationdensity'W･ttCr
c｡nt占nt｡ffoodand-J{indsoffood..Froth-thesc'/i

correlations~behveenthecIlaraCterS.･belonging

toilrstgroup (watercdnlent,rateofltyatcr
lossfrom insectbody,LdurationofadultlifeinI

dryair,cru申 fatelontent'anditsmcltingpoint) ー `

andthemedianlethal timesas･ameasureof.A

theheatresistancearenotalwayshighhutv･ky ､･-
withtherearingconditions,whereastheLcharae-

tersofs'econdg,roup(de.athTIlte'JdurirLggr.O)Vth r､
period,llongevity■of払dultuprldernormalcondト
tionat7dbody ､yei血 tofinsect)､havc.ll､Ⅴ;lyS -
posjtitreCorrとlationwiththemedianlethaltime
ineach experiment.Sincethe'seresultLidiffer

pTuChfrom-auther'sp,cviousexperiment･(1933)/
itcanbepointedoutthaりhe､factorconccrninir･･
theノhcat-resistance ofinsectsisn()i allV;ly.S 1
fixedbtlt､苧riesI)ytherearingconditjoz7S･.
∴D阜scussinをontherelationsl心sbct､γccnth'cpi'･/､
tlnd;rseveralTearing､conditiobs卜SOmCCOnClu- J
sions.canbe･dra､yn asf0110-W:ltisassumed
thattheheatJresistance甲nnotbeexplainedhy
thehypothe去isconcerning aーSimple.factorin
determination､ofdeathbyheat..Thatis,the

charactersbelonglngtOthefirstgroupbecom e

theJfactorsofI-ea.I-FeSistqncefor the insects

whichtlleydeveloped underJdifferentcondiト

.ュonsOftelnperature,Whereasthesech aracters .

ean･notbec.onsideredasLtheimporhntfactys

forlthe insectsfeared underdiffeicnt■con一 二

ditions of lnutrition:Ihavediscussc'd.thispoint＼l
minutely in this,'study､andenlarged･thi主 ideLl -～

onthe heat.resistaヮce'叶 insectsin g c n c r a l ･ I
Besides, S皇nce the characters ofthe ･ s e c o n d -L̀′ヽ′)Au､′､~l L･'モーJ､一- ~JL､'､~▲▲､~JI}■､一V~'-L'-̀~ー-~ー - - 一 一 ~ 1 -ー ＼

group are COnSidered､asthe factors in t h i s , r ･､
time,I stlgg,eSt･thattherecoveq forcc ､oF ､th e

･inL主占cts from heat∠injury maybe.irlterpreted a5 -

anitnportantfactorinheat-resistance･
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